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○訓練の進捗状況について

   緊急運航再開に向けて、下記のとおり訓練及び評価を実施中。

※「評価」は、安全管理者、消防航空隊長、センター長が実施。練度を検証し、次のステップに進んでよいか判断する。練度が不十分と判断された場合は同訓練を延長して行う。 ：基礎訓練 ：応用（実務＋強化）訓練 数字：時間数
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施
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点検整備

(25H点検)

点検整備

(50H点検)

操縦士及び整備士の

慣熟訓練を実施

消火バケツを使用した

基礎訓練を実施

サバイバースリング（ＳＶ）、エバックハーネス（ＥＨ）、

バーティカルストレッチャー（ＶＳ）を使用した救助の基礎訓

練を実施

ＳＶ、ＥＨ、ＶＳを使用した

救助の応用訓練を実施

仮想の火点に対して散水・給水

を行う応用訓練を実施

操縦士・整備士訓練の評

価を行い、救助・消火訓

練への移行を判断

消火・救助訓練（基礎

訓練）の評価を行い、

救助・消火訓練（応用

訓練）への移行を判断

消火・救助訓

練（応用訓

練）の中間点

で評価

座学研修のほか、試行的なＣＲＭ訓練（救助・消火訓練後のデブリーフィングにおいて、訓練の課題等を題材にして実施）を適宜実施


